
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
の
学
生
闘
争
・
社
会
闘
争
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
雑
誌
『
情
況
』、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
〈
知
〉
と
〈
運
動
〉
の
総メ
デ
ィ
ア
合
誌
を
ふ
た
た
び
。

◎
各
氏
推
薦
‼

　
　
菅
孝
行
、
最
首
悟
、
池
田
浩
士
、
仲
里
効
、

　
　
　
　
パ
ト
リ
シ
ア
・
ス
タ
イ
ン
ホ
フ
、
松
井
隆
志
、
白
井
聡
、
黒
川
伊
織

戦後学生運動・学園闘争叢書２

復刻版

情況

＊主要執筆陣＊
廣松渉・吉本隆明・秋山清・石牟礼道子
金達寿・武田泰淳・柄谷行人・海老坂武

最首悟・太田竜ほか
＊回想＊

古賀暹・菅原秀宣
＊解説＊
高橋順一

第１次（1968年８月～1976年12月）全36巻
〔A５判・上製・総約17,200頁〕

定価合本各巻19,800円（本体価格18,000円＋税10％）

揃定価712,800円（本体価格648,000円＋税10％）

＋別冊（解説・回想・総目次・索引）　分売可
（別冊は第２回配本で刊行）

別冊定価3,300円（本体価格3,000円＋税10％）
【全巻・別冊含む】ISBN 978-4-8350-8481-7

【別冊分売】ISBN 978-4-8350-8493-0

不二出版



復
刻
の
辞

　

一
九
六
八
年
八
月
、
新
左
翼
系
月
刊
誌
『
情
況
』
が
古
賀
暹
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
る
。
知
識
人
と
運
動
家
と
の

混
成
に
よ
る
多
彩
な
執
筆
陣
を
抱
え
た
そ
の
誌
面
に
は
、
全
共
闘
運
動
ほ
か
、
砂
川
闘
争
・
三
里
塚
闘
争
・
沖
縄

闘
争
・
公
害
問
題
な
ど
の
国
内
社
会
運
動
が
特
集
さ
れ
、
さ
ら
に
革
命
中
国
や
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
な
ど
世
界
史
的
視
野

も
含
め
て
〈
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
〉
当
時
の
社
会
運
動
の
多
面
的
広
が
り
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ

ら
同
時
代
の
運
動
を
土
台
に
、
天
皇
制
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
マ
ル
ク
ス
主
義
・
法
（
警
職
法
・
旧
優
生
保
護
法

な
ど
）・
女
性
・
ア
イ
ヌ
・
沖
縄
・
朝
鮮
な
ど
を
取
り
上
げ
、〝
近
代
〟
自
体
を
問
い
直
す
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
運

動
・
闘
争
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
。

　

敗
戦
後
か
ら
一
九
六
八
年
前
後
へ
か
け
て
の
社
会
運
動
を
め
ぐ
っ
て
は
近
年
、
と
く
に
そ
の
運
動
の
多
面
性
か

ら
盛
ん
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
最
新
研
究
の
重
要
資
料
／
史
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
本
誌
を
復
刻
刊
行
す

る
。

�

不
二
出
版 

編
集
部
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史
料
の
声
を
聴
け

�

菅 

孝
行
（
評
論
家
・
劇
作
家
）　　

　

メ
デ
ィ
ア
が
時
代
を
画
す
社
会
変
動
を
、
半
歩
先
ん
じ
て
、
そ
の
発
端
を
作
る
こ
と
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
メ
デ
ィ
ア
の
刊
行
は
現
実
の
社
会
的
政
治
的
変
動
の
萌
芽
に
促
さ
れ
て
の

こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
ど
ち
ら
が
先
か
は
結
局
よ
く
判
ら
な
い
。
第
一
期
『
情
況
』
と
六
〇
年

代
の
動
乱
は
そ
う
い
う
関
係
の
典
型
で
あ
る
。
六
六
年
に
「
三
派
全
学
連
」
が
結
成
さ
れ
、
六

七
年
に
は
一
〇
・
八
の
羽
田
闘
争
、
六
八
年
前
半
に
は
佐
世
保
・
王
子
の
闘
争
が
あ
っ
た
。

　

雑
誌
刊
行
の
直
前
、
古
賀
暹
に
誘
わ
れ
て
小
さ
な
ア
パ
ー
ト
で
の
発
刊
計
画
の
会
議
に
陪
席

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
会
議
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
闘
争
の
焦
点
は
大
学
だ
と
聞
い
た
。
も
う
日

大
全
共
闘
の
最
初
の
デ
モ
の
あ
っ
た
後
な
の
だ
ろ
う
が
、
当
時
の
私
に
は
、
安
保
・
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
反
戦
と
違
っ
て
、
大
学
闘
争
の
意
味
が
ま
だ
よ
く
解
ら
な
か
っ
た
。

　

創
刊
号
は
八
月
号
と
し
て
真
夏
に
出
た
。
秋
に
は
一
〇
・
二
一
の
新
宿
騒
乱
が
あ
っ
た
。
一

〇
月
号
の
誌
面
は
成
田
空
港
反
対
闘
争
が
、
一
一
月
号
は
大
学
叛
乱
が
特
集
さ
れ
て
い
る
。
誌

上
に
は
全
世
界
で
同
時
に
起
き
つ
つ
あ
る
叛
乱
に
関
す
る
論
文
が
幾
つ
も
の
っ
た
。
廣
松
渉
氏

の
資
金
提
供
と
強
い
勧
奨
で
刊
行
さ
れ
た
経
緯
も
あ
っ
て
か
、
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
の
先
端
的

な
研
究
論
文
も
次
々
掲
載
さ
れ
た
。

　

社
会
の
激
動
が
『
情
況
』
を
育
て
た
。
同
時
に
『
情
況
』
を
読
ん
だ
学
生
が
情
勢
を
作
っ
た

側
面
も
あ
る
。
六
九
年
一
月
に
は
安
田
講
堂
の
攻
防
戦
を
迎
え
る
。
闘
争
の
渦
の
外
側
に
い
た

の
に
、
気
づ
い
て
み
る
と
い
つ
の
ま
に
か
自
分
も
筆
者
の
末
席
を
汚
す
当
事
者
に
な
っ
て
い

た
。〈
時
代
〉
を
雑
誌
の
誌
面
と
並
走
し
て
い
る
よ
う
な
〈
至
福
〉
の
感
覚
を
味
合
わ
せ
て
も

ら
っ
た
。
私
に
と
っ
て
、
こ
の
〈
並
走
〉
の
感
覚
は
激
動
の
潮
が
引
い
て
も
続
い
た
。

　

近
頃
、
史
家
が
一
九
六
八
年
闘
争
の
史
料
を
恣
意
的
に
曲
解
し
て
殺
し
て
し
ま
う
事
態
が
頻

発
し
て
い
る
。
こ
れ
は
出
来
事
に
後
か
ら
立
ち
会
う
者
の
傲
慢
だ
。
遅
れ
て
生
を
受
け
た
読
み

手
に
は
史
料
の
声
を
聴
き
と
る
想
像
力
と
史
料
へ
の
謙
虚
さ
を
求
め
た
い
。
想
像
力
で
史
料
と

〈
並
走
〉
し
て
く
れ
さ
え
す
れ
ば
、
史
料
と
し
て
の
『
情
況
』
第
一
期
を
殺
さ
ず
に
、
そ
こ
か

ら
多
声
的
な
交
響
を
聴
き
と
れ
る
筈
で
あ
る
。

「
二
流
の
雑
誌
」
が
歴
史
を
変
え
る

�

池
田 

浩
士
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
・

�

フ
ァ
シ
ズ
ム
文
化
研
究
）

　
『
情
況
』
は
、
表
紙
に
も
目
次
に
も
奥
付
に
も
な
い
「
変
革
の
た
め
の
綜
合
誌
」
と
い
う
自

己
規
定
を
、
背
文
字
と
し
て
だ
け
持
っ
て
い
た
。「
状
況
」
で
は
な
く
こ
と
さ
ら
に
「
情
況
」

と
名
乗
る
誌
名
と
と
も
に
、
こ
の
自
己
規
定
が
私
個
人
は
好
き
で
は
な
か
っ
た
。
号
を
重
ね
る

に
つ
れ
て
「
情
況
派
」
な
ど
と
い
う
名
称
が
市
民
権
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
風
潮
も
、
同
様
だ

っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
の
ち
に
第
一
期
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
一
〇
一
号
ま
で
の

全
冊
を
、
増
刊
号
も
含
め
て
私
は
定
期
購
読
し
つ
づ
け
た
。
こ
の
「
二
流
の
雑
誌
」
こ
そ
は
、

同
時
代
を
体
現
し
、
歴
史
に
介
入
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
に
二
流
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
や
り
か
た
で
。

　

そ
の
時
代
に
は
、『
展
望
』『
世
界
』『
思
想
の
科
学
』
な
ど
総
合
誌
や
思
想
誌
が
ま
だ
大
き
な

顔
を
し
て
い
た
し
、『
人
間
と
し
て
』『
辺
境
』『
知
の
考
古
学
』
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
雑
誌
も

健
闘
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
伍
し
て
は
、『
情
況
』
は
「
二
流
」
と
し
か
言
え
な
い
も
の
だ
っ
た
。

現
に
、
そ
の
誌
面
に
登
場
し
た
論
稿
や
作
品
で
、
い
ま
な
お
生
き
た
力
を
持
続
し
得
て
い
る
も

の
は
、
微
々
た
る
例
外
を
除
け
ば
存
在
し
な
い
。
だ
が
、
も
し
も
こ
の
二
流
雑
誌
が
な
け
れ

ば
、
歴
史
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
坂
口
安
吾
の
小
説
『
二
流
の
人
』

が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
主
人
公
の
黒
田
如
水
（
官
兵
衛
）
は
、
秀
吉
と
家
康
の
間
で
う
ま

く
立
ち
回
る
の
が
精
一
杯
で
、
こ
の
両
者
の
よ
う
に
歴
史
を
変
え
る
だ
け
の
力
量
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
人
物
が
居
な
け
れ
ば
、
秀
吉
も
家
康
も
別
の
道
を
歩
ん
だ
だ
ろ
う
。
二
流
の
人

こ
そ
が
、
じ
つ
は
歴
史
を
変
え
た
の
だ
。
二
流
の
雑
誌
が
ど
う
歴
史
を
変
え
た
の
か
―
―
そ
れ

が
、
こ
の
復
刻
版
に
よ
っ
て
こ
れ
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
。



推薦の辞

脱
構
築
、
そ
し
て
情
念
の
爆
発

　
　
　
　
　
　
　
―
―
『
情
況
』
創
刊
を
取
り
巻
く
〝
情
況
〟

�

最
首 

悟
（
和
光
大
学
名
誉
教
授
・
思
想
家
）

　
『
情
況
』
は
い
わ
ゆ
る
左
翼
の
理
論
誌
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
そ
の
左
翼
の
一
枚
岩
に
ひ
び

が
入
っ
て
、
新
左
翼
が
登
場
し
て
十
年
、
党
派
の
妥
協
で
き
な
い
対
立
と
、
左
翼
か
ら
の
ド
ロ

ッ
プ
ア
ウ
ト
、
ノ
ン
ポ
リ
と
言
わ
れ
る
学
生
た
ち
の
鬱
屈
の
ガ
ス
抜
き
な
ど
が
渦
を
巻
き
始
め

た
さ
中
に
発
刊
さ
れ
た
。

　

欧
米
で
も
、
米
国
の
大
義
な
き
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
対
す
る
反
対
と
、「
理
論
」
一
般
に
対
す

る
脱
構
築
の
学
生
反
乱
の
高
揚
が
あ
っ
た
。
そ
の
刺
激
を
受
け
た
日
本
の
大
学
闘
争
の
特
色
と

言
え
ば
、
一
九
六
九
年
来
日
し
た
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
が
よ
く
表
し
て
い
る
。
―
―
カ
ル

チ
ェ
ラ
タ
ン
で
は
脱
構
築
論
議
が
か
し
ま
し
い
が
、
東
京
は
脱
構
築
そ
の
も
の
だ
。
ベ
ル
ク
の

印
象
は
東
京
の
景
観
を
見
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

日
本
で
進
行
し
て
い
た
の
は
、
家
社
会
の
脱
構
築
で
あ
っ
て
、
社
会
的
に
は
家
長
、
学
生
反

乱
に
お
い
て
は
、
教
授
の
権
威
の
失
墜
で
あ
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
の
極
東
の
政
治
・
社
会
理
論
に

お
い
て
は
、
構
築
の
始
ま
り
と
い
う
べ
き
状
況
に
あ
り
、
学
生
反
乱
は
理
念
よ
り
も
情
念
の
爆

発
で
あ
っ
た
。
廣
松
渉
に
よ
る
『
情
況
』
発
刊
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
て
、『
状
況
』

で
は
な
く
、『
情
況
』
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
学
生
反
乱
は
新
左
翼
諸
党
派
の
主
導
に
よ
る
が
、
諸
党
派
が
同
じ
席
に
着
く
に
は
無

党
派
と
い
う
接
着
剤
が
必
要
だ
っ
た
。
全
学
共
闘
会
議
と
は
ノ
ン
セ
ク
ト
を
議
長
と
す
る
連
絡

調
整
機
関
で
あ
り
、
そ
の
典
型
は
日
大
と
東
大
で
あ
る
。
私
は
東
大
全
共
闘
に
依
拠
し
た
東
大

覆
面
助
手
共
闘
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
で
あ
っ
た
。
私
の
情
想
が
『
情
況
』
に
初
め
て
載
っ
た
の

は
、
七
〇
年
四
月
号
の
反
乱
自
衛
官
小
西
誠
と
の
対
談
で
あ
る
。

時
の
中
の
時
と
出
会
い
直
す

�

仲
里 

効
（
批
評
家
）

　　

雑
誌
と
は
横
断
す
る
交
通
の
場
で
あ
る
、
と
い
っ
た
の
は
だ
れ
だ
っ
た
か
？　

一
九
六
七
年

の
第
一
次
羽
田
闘
争
に
よ
っ
て
切
り
開
か
れ
た
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
の
境
位
と
大
学
制
度
の
中
に
囲

わ
れ
た
自
己
へ
〈
否
〉
の
火
を
放
っ
た
六
八
年
の
全
共
闘
運
動
の
は
じ
ま
り
に
応
接
す
る
よ
う

に
『
情
況
』
が
創
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、〈
横
断
す
る
交
通
の
場
〉
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
け

っ
し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。

　

政
治
や
社
会
や
文
化
の
領
域
を
横
断
す
る
よ
う
に
、
戦
後
の
枠
組
み
を
決
定
し
て
き
た
マ
ス

タ
ー
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
が
同
時
多
発
的
に
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
、
時
代
が
捲
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
叛
乱
の

季
節
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
反
戦
や
七
〇
年
安
保
闘
争
と
と
も
に
メ
ル
テ
ィ
ン
グ
ポ
ッ
ト
と
な
っ
た
の

が
〈
沖
縄
〉
だ
っ
た
が
、
そ
の
〈
沖
縄
〉
も
ま
た
新
し
い
風
を
孕
み
つ
つ
あ
っ
た
。

　

川
満
信
一
が
「
転
換
期
に
立
つ
沖
縄
闘
争
―
―
復
帰
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
捨
て
よ
！
」（
六
九

年
八
月
号
）
と
告
げ
、
松
島
朝
義
と
谷
川
健
一
は
「
沖
縄
・
国
家
を
越
え
る
無
限
旋
律
」（
七

一
年
四
月
号
）
を
聴
き
取
り
、
同
じ
号
に
載
っ
た
川
田
洋
の
「
国
境
・
国
家
・
第
三
次
琉
球
処

分
」
は
沖
縄
論
を
旋
回
さ
せ
る
画
期
を
印
し
た
。
川
田
は
そ
の
前
後
の
「
新
左
翼
運
動
と
沖
縄

闘
争
」（
七
〇
年
六
月
号
）
や
「
国
境
・
国
家
・
わ
が
弧
状
列
島
」（
七
二
年
五
月
号
）
で
、
沖

縄
を
め
ぐ
る
〈
新
〉
な
る
も
の
の
設
営
を
試
み
た
。

　

こ
う
し
た
沖
縄
か
ら
、
沖
縄
へ
と
往
還
す
る
言
葉
の
風
景
は
、
日
本
国
家
の
内
と
外
の
結
界

を
出
来
さ
せ
、
叛
乱
の
季
節
の
世
界
性
を
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
問
い
糺
し
た
。
状
況
の
な
か
で
、
状

況
と
と
も
に
鼓
動
を
刻
み
続
け
た
『
情
況
』
の
復
刻
に
よ
っ
て
、
時
の
中
の
時
と
出
会
い
直
す

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。〝
か
つ
て
〟
が
〝
い
ま
〟
に
、〝
い
ま
〟
が
〝
か
つ
て
〟
に
流
れ
込
む
、

そ
ん
な
開
か
れ
た
メ
デ
ィ
ウ
ム
で
あ
る
。



推薦の辞

〈
新
左
翼
運
動
〉
研
究
必
携
の
資
料
／
史
料
と
し
て

�

パ
ト
リ
シ
ア
・
ス
タ
イ
ン
ホ
フ
（
ハ
ワ
イ
大
学
名
誉
教
授
）

　
〈
六
〇
年
安
保
〉
は
戦
後
日
本
の
代
表
的
な
社
会
運
動
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
一
方
、
七
〇

年
安
保
や
そ
の
辺
り
の
状
況
は
そ
れ
程
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
実
は
六
〇
年
代
の

後
半
か
ら
七
〇
年
代
前
半
ま
で
の
新
左
翼
の
社
会
運
動
は
も
っ
と
複
雑
で
、
日
本
社
会
全
体
に

対
し
て
の
影
響
は
遥
か
に
深
く
長
く
続
い
た
。
そ
の
後
の
長
い
間
、
多
く
の
日
本
人
は
社
会
運

動
を
怖
が
っ
て
子
供
に
も
そ
の
恐
怖
を
伝
え
た
。
最
近
に
な
っ
て
若
い
世
代
の
学
者
や
学
生
ら

が
当
時
の
新
左
翼
運
動
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
が
、
あ
の
時
代
は
今
日
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
く

ら
い
異
な
っ
て
い
る
。
体
験
が
無
く
て
ど
う
や
っ
て
あ
の
時
代
の
雰
囲
気
を
把
握
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
、
今
日
そ
の
経
験
を
も
た
な
い
者
た
ち
は
こ
の
雑
誌
『
情
況
』
を
手
に

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
九
六
八
年
八
月
か
ら
一
九
七
六
年
一
二
月
ま
で
全
三
六
巻
一
〇
一
冊
が
刊
行
さ
れ
た
雑
誌

『
情
況
』
の
実
際
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
れ
ば
、
刻
々
と
変
貌
し
て
い
く
社
会
運
動
の
そ
の
〈
生
の

状
況
〉
が
具
に
伝
わ
る
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
よ
う
な
説
明
な
し
の
報
告
と
異
な
り
、
評
論
家
や

活
動
家
が
そ
の
目
的
や
意
味
を
緻
密
に
分
析
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ハ
ワ
イ
大
学
「
高
沢
文

庫
」
が
所
蔵
す
る
三
三
冊
の
『
情
況
』
の
な
か
に
は
、「
ゲ
リ
ラ
と
武
装
闘
争
」、「
国
家
原
罪

と
し
て
の
天
皇
制
」、「
世
界
革
命
の
思
想
―
―
ゲ
リ
ラ
と
都
市
暴
動
」、「
大
学
闘
争
論
―
―
東

大
闘
争
と
大
学
」、「
市
民
社
会
と
階
級
形
成
」、「
政
治
・
暴
力
・
革
命
」、「
近
代
科
学
技
術
の

宿
命
」、「
国
家
の
起
源
と
言
語
・
文
化
」、「
新
左
翼
労
働
戦
線
」、「
刑
法
改
悪
と
警
察
国
家
」

と
い
っ
た
特
集
タ
イ
ト
ル
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
り
広
範
な
視
野
か
ら
、
戦
後
日
本

の
新
左
翼
（
運
動
）
の
全
体
を
把
握
す
る
に
は
、
復
刻
版
雑
誌
『
情
況
』
は
極
め
て
貴
重
な
資

料
・
史
料
と
な
る
。

一
九
六
〇
―
七
〇
年
代
運
動
史
の
さ
ら
な
る
深
化
に
向
け
て

�

松
井 

隆
志
（
武
蔵
大
学
社
会
学
部
准
教
授
・　
　

�

『
社
会
運
動
史
研
究
』（
新
曜
社
刊
）
共
編
者
）

　

一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
学
生
運
動
や
「
新
左
翼
」
運
動
な
ど
の
運
動

世
界
を
再
検
討
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
第
一
期
『
情
況
』
は
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
全

共
闘
運
動
の
当
事
者
の
声
は
、『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
な
ど
と
並
び
、『
情
況
』
を
通
し
て
社
会

に
投
じ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
紹
介
や
廣
松
渉
の
マ
ル
ク
ス
研
究
な

ど
、
同
誌
で
当
時
先
端
的
な
社
会
思
想
が
論
じ
ら
れ
て
も
い
た
。
全
潮
流
で
は
な
い
に
せ
よ
、

こ
の
時
代
の
「（
新
）
左
翼
」
に
一
定
の
影
響
力
を
持
ち
、
そ
の
意
識
を
代
弁
す
る
雑
誌
だ
っ

た
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
そ
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
図
書
館
で
も
全
冊
揃
っ
て
所
蔵
で
き
て
い
る

館
は
ほ
ぼ
な
い
。
こ
れ
は
発
行
元
が
「
老
舗
」
で
は
な
く
、
運
動
の
渦
の
中
か
ら
創
設
さ
れ
た

独
立
系
出
版
社
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
古
本
と
し
て
ま
と
め
て
売
り
に
出
さ
れ
る

こ
と
も
、（
少
な
く
と
も
近
年
で
は
）
稀
に
し
か
な
い
。
つ
ま
り
、
閲
覧
不
可
能
で
は
な
い
に

せ
よ
、
残
念
な
が
ら
ど
こ
で
も
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
雑
誌
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
第
一
期
『
情
況
』
が
、
こ
の
た
び
復
刻
さ
れ
る
。
前
述
の
点
で
、
大
変
意
義
深
い
こ
と

だ
。
私
を
含
め
、
当
時
を
体
験
し
て
い
な
い
世
代
に
よ
る
一
九
六
〇
―
七
〇
年
代
の
運
動
史
の

本
格
的
探
究
は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
時
代
を
当
事
者
と
し
て
生
き
た

人
々
も
含
め
、
こ
の
『
情
況
』
復
刻
は
、
改
め
て
当
時
の
諸
運
動
の
意
義
と
教
訓
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
の
、
貴
重
な
基
礎
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
一
社
会
運
動
史
研
究
者

と
し
て
、
積
極
的
な
所
蔵
を
呼
び
か
け
た
い
。



も
う
ひ
と
つ
の
《
一
九
六
八
年
》
の
た
め
に

�

白
井 

聡
（
京
都
精
華
大
学
専
任
講
師
）

　
『
情
況
』
は
《
一
九
六
八
年
》
の
雑
誌
で
あ
る
。

　

私
は
ま
だ
生
ま
れ
て
も
い
な
い
《
一
九
六
八
年
》
―
―
こ
の
曖
昧
な
革
命
が
今
日
の
世
界
を

つ
く
り
出
し
た
。《
一
九
六
八
年
》
は
、
性
の
解
放
、
両
性
の
平
等
、
近
代
主
義
批
判
、
西
洋

中
心
主
義
批
判
、
ロ
ゴ
ス
中
心
主
義
批
判
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
承
認
等
々
へ
の
不
可
逆
的
な
進

路
を
開
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
評
価
が
世
に
喧
し
い
の
を
聞
く
と
、「
そ
ん
な
も
の
か
な
」

と
思
う
。

　

確
か
に
、
Ｂ
Ｌ
Ｍ
、
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
運
動
、
レ
イ
ン
ボ
ー
・
プ
ラ
イ
ド
等
々
、
今
日
世
界
で
同

時
進
行
的
に
広
が
っ
て
い
る
異
議
申
し
立
て
、
社
会
構
造
の
変
革
を
訴
え
る
運
動
の
歴
史
的
起

源
は
《
一
九
六
八
年
》
に
求
め
ら
れ
う
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、《
一
九
六
八
年
》
は
、
今

日
の
時
代
精
神
の
核
心
に
位
置
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
だ
と
す
れ
ば
、
資
本
主
義
の
新
た
な
延
命
手
段
そ
の
も
の
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
そ

し
て
官
僚
主
義
や
先
例
踏
襲
主
義
を
批
判
し
て
個
人
の
創
意
を
祭
り
上
げ
た
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ

ズ
ム
も
ま
た
、《
一
九
六
八
年
》
の
申
し
子
な
の
だ
。
む
し
ろ
、《
一
九
六
八
年
》
の
こ
の
側

面
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
の
親
和
性
こ
そ
、
今
日
の
時
代
精
神
の
核
心
を
な
す
も
の
と
見
る

べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
五
月
革
命
に
揺
れ
る
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
壁
に
書
か
れ
た
「
禁
止
す
る
こ
と

を
禁
止
す
る
」
は
、
ま
さ
に
「
タ
ー
ボ
資
本
主
義
」
の
モ
ッ
ト
ー
（「
商
品
化
に
タ
ブ
ー
は
な

い
！
」）
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
。

　

し
て
み
れ
ば
、
体
制
に
対
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
権
威
や
権
力
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
と
し
て

始
ま
っ
た
は
ず
の
《
一
九
六
八
年
》
は
、
い
つ
の
間
に
か
「
体
制
の
思
想
」
と
化
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
《
一
九
六
八
年
》
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
起
源

で
あ
り
、
公
の
場
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
現
れ
る
Ｉ
Ｔ
長
者
か
ら
「
歴
史
の
事
実
は
解
釈
次
第
で

あ
っ
て
、
結
局
人
は
自
分
の
信
じ
た
い
物
語
を
信
じ
る
し
か
な
い
」
と
の
前
提
に
立
つ

歴
史
修
正
主
義
に
至
る
ま
で
、
ど
れ
も
こ
れ
も
が
《
一
九
六
八
年
》
の
産
物
な
の
だ

と
す
れ
ば
。《
一
九
六
八
年
》
を
そ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
言
説
は
、
近
年
ま
す
ま

す
増
え
て
い
る
。

　

そ
ん
な
い
ま
、『
情
況
』
第
一
期
が
復
刊
さ
れ
る
。《
一
九
六
八
年
》
の
後
に

生
ま
れ
、「
体
制
化
し
た
《
一
九
六
八
年
》」
の
帰
結
ば
か
り
を
見
せ
つ
け
ら
れ
て
い

る
世
代
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
「
も
う
ひ
と
つ
の
《
一
九
六
八
年
》」
を
見
せ
つ
け
、「
あ
り
得

た
か
も
し
れ
な
い
現
在
」
を
夢
見
さ
せ
る
。
そ
し
て
そ
の
夢
が
広
が
り
、
全
世
界
を
獲
得
す
る

と
き
、「
到
来
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
未
来
」
の
起
源
と
な
る
。
私
は
そ
う
期
待
し
て
い
る
。

「
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
」
の
声
を
聴
け

�

黒
川 

伊
織
（
神
戸
大
学
・
協
力
研
究
員
）

　

一
九
五
六
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
を
契
機
と
し
て
、
ソ
連
共
産
党
の
指

導
す
る
国
際
共
産
主
義
運
動
は
、
そ
の
正
統
性
／
正
当
性
を
失
墜
し
た
。
ソ
連
共
産
党
が
革
命

の
輸
出
か
ら
平
和
的
共
存
へ
と
路
線
を
転
換
す
る
な
か
、
日
本
共
産
党
も
急
速
に
議
会
主
義
政

党
化
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
を
、
革
命
の
放
棄
と
捉
え
る
人
々
が
い
た
。
革
命
を
裏
切
っ
た
と
み
な
さ

れ
た
「
旧
左
翼
」
に
対
し
て
、「
反
帝
国
主
義
・
反
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
・
世
界
革
命
」
を
掲
げ

る
「
新
左
翼
」
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
「
新
左
翼
」
は
、
内
部
に
対
立
を
抱
え
つ
つ
も
、
か
つ
て
の
「
前
衛
」
＝
日
本
共
産
党
に
反

発
す
る
若
者
の
支
持
を
集
め
て
六
〇
年
安
保
闘
争
の
最
前
線
に
立
ち
、
一
度
は
退
潮
し
た
も
の

の
、
一
九
六
七
年
一
〇
月
八
日
の
羽
田
・
弁
天
橋
で
の
惨
劇
以
後
再
び
運
動
の
表
舞
台
に
躍
り

出
て
、「
旧
左
翼
」
側
か
ら
は
「
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
」
と
罵
倒
さ
れ
な
が
ら
、「
一
九
六
八
年
」
に

お
け
る
運
動
の
世
界
的
高
揚
に
身
を
投
じ
て
い
っ
た
。

　

一
九
六
八
年
八
月
に
創
刊
さ
れ
た
第
一
期
『
情
況
』
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
状
況
の
な
か
か

ら
生
み
出
さ
れ
た
当
事
者
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。「
旧
左
翼
」
の
裏
切
っ
た
革
命
を
引
き

受
け
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
思
想
と
運
動
を
鍛
え
直
そ
う
と
し
た
人
々
の
声
が
、
本
誌
に
は
運
動

の
現
場
か
ら
拾
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
。「
新
左
翼
」
の
思
想
と
運
動
が
よ
う
や
く
歴
史
化
の
対

象
と
な
り
つ
つ
あ
る
い
ま
、
そ
の
可
能
性
と
限
界
を
検
証
す
る
た
め
の
不
可
欠
の
資
料
と
し

て
、
本
誌
の
復
刻
を
喜
び
た
い
。
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第24巻 68号〜70号 1974年４月〜６月

第７回配本

第25巻 71号〜73号 1974年７月〜９月
2023年５月刊行
79,200円（税込)

978-4-8350-8514-2

第26巻 74号・75号 1974年10月
第27巻 76号〜78号 1974年11月〜1975年２月
第28巻 79号・80号 1975年３月・４月

第８回配本

第29巻 81号〜83号 1975年５月〜６月
2023年８月刊行
79,200円（税込)

978-4-8350-8519-7

第30巻 84号〜86号 1975年７月〜９月
第31巻 87号〜89号 1975年10月〜11月
第32巻 90号〜92号 1975年12月〜1976年２月

第９回配本

第33巻 93号〜95号 1976年３月〜５月
2023年11月刊行
79,200円（税込)

978-4-8350-8524-1

第34巻 96号〜98号 1976年６月〜８月
第35巻 99号・100号 1976年９月・11月
第36巻 101号 1976年12月

【表紙および上写真】『情況』69年７月号特集「大学を告発する」口絵グラビアより
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関連書籍のご案内 戦後学生運動・学園闘争叢書１〈復刻版〉『赤光』全３巻・別冊１
◎体裁＝B５／A３判・上製・総1,170ページ　◎揃定価58,300円（税込）　ISBN 978-4-8350-8430-5

別冊=総目次・索引（分売可）B５判・並製・150ページ　定価2,200円（税込）　ISBN 978-4-8350-8435-0

＊税10％

全36巻＋別冊１
揃定価 712,800円（税込）

ISBN 978-4-8350-8481-7

A５判上製・総約17,200頁


